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№２０７９ 第１０回例会 ２００８．９．１６ 曇 

点 鐘：高島治雄 会長 富津中央 RC 

進 行：平野秀和 SAA 木更津東 RC 

ソング： 君が代・奉仕の理想 

     浜名宏行 ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ 富津ｼﾃｨ RC 

来賓紹介：小幡 倖 会長 君津 RC 

会長挨拶:鈴木克己 会長 木更津東 RC 

 

10:00 ｶﾞﾊﾞﾅｰ・会長・幹事懇談会 

12:00 食事 

12:30 合同例会 

13:30 記念撮影 

14:00 合同ｸﾗﾌﾞ協議会 

16:40 懇親会 

 

 

ガバナー公式訪問挨拶 

﨑山征雄 ガバナー 

 本日は、４クラブ合同公式訪問です。昨年度

白鳥 PG は合同公式訪問はクラブ間の長所が良

く見え情報の共有化も進みクラブの活性化に資

するものが多く非常に良かったと強調しておら

れました。 

 合同公式訪問の実施は 2001－02AG 制度導入

と同時に、DLP の理念により始まったもので、

その後、クラブ活性化を目的とした CLP 導入の

推進がはかられ、合同公式訪問の有効性が確認

されました。ただ、合同方式が良いのか、単独

方式が良いのかは時代の変化と共に推移するも

の、10 年後にどうなるのかは、その時の状況の

中で判断し、決まるものと考えます。 

 現在 RC の世界的な環境は間違いなく大きく

変化、変革、前進しております。我々も黙って 

見ているのではなく、大胆に挑戦するべきと考

えますが、ただロータリーは、変化すれば良い 

というものではありません。変えてはいけない

ものはロータリーの原点をふまえて判断し、改

革すべきものは改革し、守るべきものは守る姿

勢を明確にする必要があります。 

 そのためにも大事なことは、広く地区内外の

リソースの共有をする必要があります。今、日

本のガバナー34 人は独自の ML(ﾒｰﾘﾝｸﾞﾘｽﾄ)を作

り運営しています。そのなかでガバナー同士の

率直な情報・意見交換が活発に行われています。



2790 地区でも今年クラブ会長専用の ML を作成

しました。その活用が活発になり、地区内クラ

ブのリソースの共有化が進み、クラブエネルギ

ーが高まり、真の友情と増強を広く地区内で達

成できる事を信じております。 

 さて、ロータリーの本質とは何でしょう。私

は｢RC の心と原点を大事に｣と話しています。 

原点とはいうまでもなく四大奉仕です。まずク

ラブサーヴィス、これは出席そのものです。ク

ラブに出席する。委員会に、親睦会に、地区委

員会に、国際大会に広く内外のロータリー行事

に出席し、そこから広く情報を得てクラブへ持

帰り報告する。多くの友人を集め、増強を推進

する。これがクラブサーヴィスの本質です。 

 次に職業（ボケーショナル）サーヴィス、自

分自身の職業を倫理観を持って全うする。仲間 

の職業にサーヴィスする。世の中の職業すべて

に倫理観を持って接する。これができれば、自

然とそこから社会奉仕、国際奉仕の理念が生ま

れます。現在世界中に展開しているポリオプラ

ス、発展途上国への様々な援助活動などなどで

す。これがロータリーのボランティアなのです。 

 本年度、李東健（D.K.Lee）ＲＩ会長のテーマ

は“Make Dreams Real”｢夢をかたちに｣です。

RI の強調事項である水、保健と飢餓救済、識字

率の問題、そしてポリオの絶滅へ向けての取り

組みの強化と、今５才児未満の児童が世界的に

1 日３万人も死亡している事実に対して、その

死亡率を減少させることができる事業に光をあ

てて強力に推進してくださいとお願いいたしま

した。 

 今年度 2790 地区ではロータリーは｢親しい友

人の集まりである｣という、心と原点を大切に、 

｢日本人の和の心、それを支える武士道精神｣で

“Make Dreams Real”：夢をかたちにしたいも

のと提言いたします。武士道精神とは古来、日

本人の心の中にある倫理道、己に恥じず、弱く

小さなものを守り、大きく強きものに立ち向か

う。美しく生き、美しく死ぬという、西洋の騎

士道と相通ずるもので、その中には、武士たる

もの、騎士たるものには、ノーブレス・オブリ

ージェという｢武士の掟｣ロータリアンと同じボ

ランティア・スピリットがごく当たり前に存在

します。それをより深く浸透させ、ロータリー

の基礎にサーヴィスをすえた、アーサー・フレ

デリック・シェルドンの提唱した幸福の三角形

（彼の墓に掘込まれている）その左辺は愛情で

あり友情でありサーヴィスの心、思いやりの心

は友人からの愛情につながります。右辺は良心

であり自分のプライド、サーヴィスとは相手を

思いやり、相手の為になる行為をする事で他人

からの尊敬をも得られます。下辺にはお金がき

ます。これは物質的繁栄です。サーヴィスの精

神は長い目で見れば事業を繁栄させ、相手を思

いやり、相手の為になる行為をする皆に収入が

増える。これがロータリーの真髄、考え方です。

そして三角形の中心に｢幸せ｣｢仕合せ｣が形成さ

れるのです。幸せになったなら、その手に余る

幸せを周囲の不幸せな人々に分かち与えるこれ

が真のロータリーボランティアでありサーヴィ

スの理念であります。 

 CLP についての考え方ですが、現在 RI は、積

極的に推し進めています。その目的は世界の RC

の活性化です。その為 2007 年度標準クラブ定款、

細則が大幅に変更されました。どうか内容を皆

様でよく読み、討論し、検討し、より良いクラ

ブ細則を自らで、作ってください。自ら作るこ

とが出来るということが最大の特色です。 

 

すこし横道にそれますがロータリアンの皆様

は地域で成功した実業家です。個人的な欲求の

旺盛な方々、このような意欲的な皆様こそ公共

心、奉仕の精神が本来旺盛なのです。 

 そこで皆様の善意を成長させ、実行の機会を

提供するのがロータリーなのです。 

で｢善意｣とはなんでしょう？善意とは人間同士

の思いやりの気持ちで、その反対は｢悪意｣とな

りますが、むしろ｢利己心｣というべきでしょう

か、では利己心とは何か、それは、自己保存の

本能とつながる人間の生命線であります。生存

競争に打ち勝って生きるにはこの利己的欲望が

強い必要があります。しかし人間は社会的動物

ですから１人ではできません。このため生まれ

るつながり関係がいわゆる縦割りの人間関係で



す。即ち親分－子分、先輩－後輩、上司－部下、

雇い主と使用人の関係です。生活そのものに直

結した縦の関係は極めて強靱ですが、人間関係

には横の関係があります。隣人愛、友情、など

の仲間意識です。悲しみ、喜びを友と分かち合

う、困る人々を見ると助けてあげたいという気

持ち、この横のつながりの絆をなすものが｢善

意｣なのです。縦割りの社会は厳しく、すさんだ

ものです。横のつながりの存在によって初めて

心が和み、平和な生活ができる温かな社会をつ

くる事ができるのです。織物にたとえれば利己

心は、縦の糸、善意が横の糸。縦糸がしっかり

してなければ丈夫な織物はできません。しかし

そこへ適当な横糸を織り込む事によって、布の

温かさも模様の美しさも織り出されるのです。

この調和を生み出すのがロータリーの目的なの

です。どうか温かく、美しい、やさしい社会を、

創りましょう。 

最後にご紹介したいのは武士道の道徳が｢大

和魂｣と表現する素晴らしい歴史そのものです。 

本居宣長｢敷島の大和心を人問わば 朝日に匂

う山桜花｣ 

吉田松陰｢かくすれば かくなるものと 知り

ながら やむにやまれぬ 大和魂｣ 

これぞ武士道、大和魂‥頑張りましょう 

 

ニコニコ BOX 

原田雅式 親睦副委員長 
 

高島治雄 会員 﨑山ｶﾞﾊﾞﾅｰをお迎えして 

佐藤信泰 会員     〃 

千葉一利 会員     〃 

榎本守男 会員     〃 

原田雅式 会員     〃 

石渡 鋼 会員     〃 

伊藤一夫 会員     〃 

刈込碩弥 会員     〃 

三井 進 会員     〃 

永島 強 会員     〃 

大網庄一郎会員     〃 

志波 克 会員     〃 

渡辺 務 会員     〃 

三枝一雄 会員 この度、病院設立 40 周年記念

式典を開催し、この機会に院

長も交代いたしました。 

高島会長にも式典に出席いた

だき、ありがとうございまし

た。 

 

         ＊＞1,000円  合計 15,000円 
 
 
出席報告 

                 原田雅式 出席委員長 
 
区分 会員数 出席 欠席 MakeUp 出席率

今回 １９ １９   100% 

前回 １９ １６ ３  84.21%

 

点 鐘：遠藤和夫 会長 富津中央ｼﾃｨ RC 

 

合同クラブ協議会 

 

進 行：鈴木正毅 幹事 木更津東 RC 

開会の言葉：高島治雄 会長 富津中央 RC 

 

ガバナー補佐挨拶 

石渡 鋼 第 4 分区ガバナー補佐 

 

みなさんこんにちは、先のクラブ訪問に際し

ましては御歓迎を頂ありがとうございました。

本日は2790地区初めての4クラブ合同ガバナー

公式訪問と云うことで、いささか緊張いたして

おりますが、クラブ訪問で感じましたこと、そ



れは出席規範が薄れ、メークアップが極端に少

なくなった近頃、大げさに言えば鎖国状態の中

で各クラブが独自の文化、いや独特の気風を創

りつつあるのではと云うことでした。 

思えば本年 2 月頃、今日の概要を決めさせて

いただいたわけですが、何分にもあの頃は分区

の会長幹事さんも知らず、孤独感に苛まされて

いたときでしたが、どうしたら出席されるみな

さんに貴重な時間を潰す対価として「良かった

よ」と思っていただきたく、この合同例会は従

来の協議会スタイルを止め、他のクラブを理解

していただき、1 人でも多くの他クラブの人の

顔を覚えていただきたく、「人」にスポットを当

て「あのクラブにこの人あり」の卓話をお願い

することで、﨑山ガバナーと調整を図り本日と

なりました。 

皆さんのご静聴をお願いいたしましてご挨拶

といたします。有り難うございました。 

 

 

各クラブ発表  

 

富津ｼﾃｨ RC 遠藤和夫 会長 

 浜名宏行 会員「天網恢恢、祖にしてもらさず」 

 

君津 RC 小幡 倖 会長 

小幡 倖 会長「君津 RC の奉仕活動」 

 

富津中央 RC 高島治雄 会長 

 当クラブの現況は、18 名からスタートし 7/17

に 1 名増の 19 名（小規模クラブ 8の中の 1）。 

会員増強にあたっては、20 名を超えることを

強力目標（11年前の1度目の会長時には42名）。 

今までクラブフォーラム等を通して会員候補

までは出るが、ここから尻尾切れとなってしま

う。推薦者は誰、入会へのアプローチ役は誰と

具体化して進めたいと考えます。また、会員増

強のための炉辺会合、フォーラムを 2 ヶ月に 1

度は行いたい。 

 クラブ運営にあたっては、小規模クラブなれ

ばこそのメリットを生かし、ロータリー誕生の

原点である（親しい人々の集まり）和の心を深

め合う活動を当クラブの良さの売り物にしたい

と考えます。そして、その良さが会員増強に繋

がったり、会員相互の自己啓発を促したり、ロ

ータリー活動への意識と積極性に導かれること

を望みます。 

 そのために特に私が重点にしたことが、年間

プログラムの充実を図り、SAA との共通理解の

もとに、豊かな例会づくりを心掛けることです。 

（１）年間 1回は、会員の卓話をプログラム 

（２）親睦の会の充実（家族例会） 

（３）クラブフォーラムの定例化（2 ｹ月に 1度） 

 

ＲＩテーマの”Make Dreams Real“へのアプ

ーチも深めます。 

（１）会員の認識を深め合うこと 

（２）会長挨拶の中で、意識的、組織的に取り

上げる努力 

（３）可能な範囲での財政的支援（ポリオ・財

団・米山） 

（４）外部卓話を要請し、更に意識を深める。 

（５）地域への働きかけを進め啓蒙を図る。 

 

 ＣＬＰへの考え方 

クラブ組織を改変し、ＣＬＰによる小規模クラ

ブ活性化のための過渡期として、定款・細則等

は変えないが、いくつかの委員会を同じ会員が

担当するよう工夫しています。たとえば、職業

分類・会員選考・増強委員会をまとめて同じ人

員構成にしたり、出席委員会と親睦委員会を委

員長は別だが構成を同じにしたり。 

国内外（山梨:塩山ＲＣ、台湾：嘉義南ＲＣ）姉

妹クラブとの交流を深め、親睦を図っています。 



 

三枝一雄 会員「家族の絆」 

 

 富津中央ＲＣの三枝でございます。私は職業

分類では「病院経営」となっておりまして、富

津市青木にある（医）三友会三枝病院と老人保

健施設ケアセンターさきくさの理事長という任

にあります。実は一昨日 9 月 14 日に病院開設

40 周年を迎え、私自身も丁度後期高齢者になり

ましたことを節目と思い、院長を倅に譲り、5

歳の孫娘から花束を貰ったばかりです。当日は

当クラブ高島会長にも出席して頂きました。倅

と申しましたが、実は私ども夫婦には実子がな

く、養子夫婦を迎えております。医師不足や病

院経営の厳しい時代に、どうして医者の養子を

迎えられたのか、またどうして病院長の職を引

き受けてくれるようになったか、そのあたりの

ことを「家族のきずな」と題してお話ししよう

と思います。 

 

 養子を貰わないか。 

 ある晩のことでした。私どもの家に泊まられ

た客人、実はモラロジーという道徳を中心とし

た総合人間学を学ぶ社会教育講師のお一人です

が、「お宅に子供はいないのか」と尋ねられまし

た。そして「病院を経営しながら道徳を学んだ

り、地域に社会貢献をしている人は貴重な存在

である。どうだ。養子を貰って跡を継いでもら

い、もっと広く社会に役立つ人になってくれな

いか」といわれました。私は目の前の紳士が暖

かく品性の高い人物と見受けられたのとお酒が

入っていたこともあってつい「ハイ、お願いし

ます。」と言ってしまいました。その晩はそれで

休みましたが、酔いが覚めると何故か興奮して

寝付かれません。“待てよ。養子が外れたら大変

だ。財産全部持って行かれたという話を聞いた

こともあるし、えらいことになったな”と思い

ました。それまで私は妻に「なあに。子供なん

て授かりものだから、無理することはないんだ。

いればいたで苦労。いなけりゃいないで気楽な

ものよ。いざとなったらこの病院を売り払って、

高級マンションに住み、毎日旨いものを食べさ

せてやるから心配するな。その上豪華な海外旅

行に連れて行ってやるから、だまって俺につい

てこい」と言っておりました。ところが、モラ

ロジーを学び、ロータリーの会員になってみる

と、どうもそれで幸せになるという教えはない

のです。「超我の奉仕」どころかそれでは「超自

己に奉仕」であり、最も奉仕しない人が最も報

いられるはずもありません。そこで改めて私の

心得違いに気付きました。自分は生まれてから

おしめを替えてもらい日本語を教わり、病気に

なれば徹夜で親に看病してもらいました。また

一人前の医者になり、病院を開いて今日に至る

までどれほど多くの恩人の世話になってきたか

わかりません。そうした借りも返さずに面白可

笑しく人生を過ごせるわけがありません。そう

だ。養子が外れたら等と先の心配はいりません。

人様のお子を頂いて育てる、何かと楽をするよ

り犠牲を払う覚悟があればいいのです。やっと

わかりました。妻もそれで納得してくれた為、

翌日は改めてお願いを致しました。これで養子

を貰う肚が出来たのです。約 30 年前の事でした。 

 

 念ずれば花開く 

 坂村真民の言葉どおり、途中の紆余曲折は省

きますが、養子の候補が現れたのです。愛知県

からわざわざ三枝病院で胃癌の手術をする為に

こられた患者につき添ってきた 20 歳に満たぬ

青年でした。縁あって医学を志し、大学を卒業

すると私がお世話になった千葉大学第一外科で

修業することになったのです。そこで週に一日

三枝病院に手伝いに来る事に決まりました。そ

こで夜はご馳走を造り家内と一杯もてなすこと

にしました。ところが彼はなかなか決心がつか



ないようです。私は妻に提案しました。「俺たち

は尊敬できる親にならなければならない。なあ

に。週に一度、まね事でいいから、理想の夫婦

像を演ずることにしよう」早速妻は忠実に実行

します。「ほんとうに。お父さんの言う通りよ」

（笑い）いや、やってみて呼吸が合うとなかな

か気持ちのいいものです。これを繰り返してい

るうちに、我が家ではいつしか夫婦げんかがな

くなってきました。うそから出たまことという

か、彼がおいそれと返事をしないで長引かせた

おかげとも言えましょう。 

 

 琵琶湖の麦秋 

 ようやく彼の学位論文がまとまった頃、何回

も繰り返した見合いの中からはじめての意中の

人に出会ったのです。話はとんとん拍子に進み、

結納を交わす所まで漕ぎつけました。相手は滋

賀県長浜の娘です。丁度、琵琶湖に近い麦畑に

初夏の日差しが輝いていました。ふと私は小津

安二郎の映画「麦秋」を脳裏に描きました。豊

かに稔る麦畑の中から花嫁衣装の原節子さん、

いや我が家の嫁となるべき佳人の姿が現れるこ

とを想像しました。“とうとうやった。子供のい

ない夫婦に二人で養子に着てくれる人がいる。

なんて有り難いことだろう。ここまで努力して

くれた人々に何てお礼申し上げたらいいのだろ

う”私はあふれ出る泪をこらえることが出来ま

せんでした。 

 

 ダルマの目 

 結婚式が済むと神社に報告し、同じ市内で私

の母の住む家に挨拶に行きました。開業医であ

った父の死後、母は一人で旧家を守って生きて

きたのです。母は神棚からやおら古いダルマを

取り出しました。「このダルマは一雄（私のこと）

が結婚したときに一つ目を入れて、孫が出来た

らと思っていたら、今日になってしまったから

こんなにすすけてしまったの。今から二人で目

を入れておくれ」若いカップルが代わる代わる

筆を取る姿を見て母はどんなに喜んだことでし

ょう。「アア、これで私は安心してお父さんの所

へ行ける。代々続いたこの医者の家がこうして

続くことが出来るのは本当に嬉しい」と言って

涙をこぼしたのです。私達夫婦には子供はまだ

かなどと言ったことのない母の真の心に触れて、

親不孝を大いに反省しました。同時にそれを補

ってくれた新しい孫達の存在が我が家にどれほ

ど貴重なのか改めて知った次第です。間もなく

二所帯住宅で共に暮らす日がやって来ました。

何があっても感謝です。嬉しいのです。子供の

いた人には想像の出来ない喜びです。「ただ今」

と言って帰る人がいる。今までは皆こんにちは

という人ばかりだった。「云って参ります」とい

うだけでうれしい。今までは皆「さようなら」

でした。さて、こういう感謝の日々が続けば真

に理想の親ですが、歳月は次第に人間をわがま

まに戻します。“まだ夕飯にならないかな”“も

う少し関東風の味にならないかな”こんなこと

を不平不満に思うとは何だといわれそうですが、

ころころ変わるのが人間の心だといいます。こ

こで初心にかえって反省します。妻と互いに「有

り難いなあ」とうなずきあい、心を新たにしま

す。こうして血の繋がらない家族のきずながい

つしか本物に結ばれていくのです。 

 

 祈りのＤＮＡ 

 さて、家の中は円満に治まっても、今度は孫

がなかなか出来ないのです。最初は「まあ急ぐ

な。オレに出来なかったことがそう容易しく出

来るわけはないのだ」等と言っていました。と

ころが5年経っても10年経ってもその気配があ

りません。当事者は勿論ですが、さすがに私達

も心配になりました。それほど信心深いわけで

はありませんが、かなわぬ時の神頼みで神仏に

祈りました。特にモラロジーの学祖である鴻池

千九郎の墓前では熱心に祈りました。やがて皆

の努力が通じたのか、女の子が授かりました。

そのことについては、娘の母となった嫁の倫子

のエッセイ（註）を読み上げたいと思います。 

 

（祈りのＤＮＡ 三枝倫子） 

//「あら、おばあちゃん似ね！」娘の誕生のそ

の日、周りの皆が言った。最近は「やっぱりパ

パ似ね。でも、おじいちゃんにもっと似ている



かな！」とよく言われるようになった。ここま

では、どこの家にでもありそうな会話である。

しかし、私達夫婦はこの両親と血のつながりは

ない。子供のいない両親の元へ来た夫婦養子な

のである。私達や互いの実家の両親に似るはず

の我が子は、養父母にそっくりなのである。な

んとも不思議な遺伝である。養父母には子供が

なく、私達も結婚以来 12 年間子宝に恵まれなか

った。この間、父母はどんな思いで祈り、願い

つづけてくれたことであろうか。そっと子供の

寝顔にきいてみた。すると、どこからか声が聞

こえてきた。「あのね、パパ達は 12 年だけど、

おじいちゃん達は 40 年近くも私の誕生を待っ

ていてくれたのよ。神様がそれをけっして忘れ

ちゃいけないよって、そして家族仲良くおやり

よってみんなに似せてくれたのよ。」家族のきず

ながけっして『血』だけではなく、『思い』や『願

い』で結ばれることを教えてくれた神様に心か

ら感謝したい。そして娘にもいつの日か同じ感

激を味わって欲しい。// 

 

 おわりに 

 こうして孫を囲んで団欒の日々を迎えられる

とは想像もしていませんでした。また倅夫婦も

子育てを通して次第に地域社会になじみ、医師

会や保育園の親達との交流が深まりました。二

人とも地域に貢献する役割を担う自覚も出来て

きたようです。こうして病院運営という責任あ

る仕事も引き受けてくれるようになったのです。

ふりかえって私自身、モラロジーやロータリー

を通じて、自分の職業以外の人々と出会いがあ

り、多くの奉仕活動の実践を学ぶことが出来ま

した。その中から家族のえにしが生れ、またそ

のきずなが固く結ばれることを教えられたので

す。まことによき師に導かれ、よき友にはげま

され、さらによき人生哲学を僅かながらも実践

に生かすことによって、今日があることを心か

ら感謝して今日の卓話を終わらせて頂きます。 

 

（註）このエッセイは財団法人モラロジー研究

所主催第 15 回全国生涯学習フェスティバルま

なびピア沖縄 2003 参加事業「家族のきずな」エ

ッセイ応募「優秀賞・琉球新報社賞」受賞作品

です。 

 

 

木更津東 RC 鈴木克己 会長 

 青木和義 会員「会員増強について」 

 

ガバナー講評：﨑山征雄 ガバナー 

開会の言葉：小幡 倖 会長 君津 RC 

 

懇親会 

 

 



 

 

 

エンターテインメント 

 

例会場以外の例会が続くので今回のクロスワ

ードはお休みとします。 

 

前回(9/11)の答は 

「ポールハリス」でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

 

 残念なことに今回の合同例会は、直前になっ

て出席できなくなってしまいました。 

今月は、会報担当なので、原稿を佐藤幹事と

志波会報委員長に取りまとめていただきました。

有り難うございました。 

 

40周年記念誌の製本など行いながらの会報作

成だったので、少し時間がかかってしまいまし

たが、三枝会員の卓話をタイプしていると、会

場で三枝先生が話している様子が目に浮かんで

くるようで、相変わらずの含蓄ある内容に感動

を覚えました。私のような若輩者では、実践で

きない日々の弛まぬ努力の様子と、行間から伺

い知るその清廉な性格、そして知識の深さに改

めて感銘を受けた次第です。 

石渡ガバナー補佐の言葉を借りれば、まさに 

「富津中央 RC に三枝あり」 

といったことでしょう。 

 

 高橋裕之 


